
 

 

 

 

 
 

「恩恵」 ともいきライフ住吉 

          高橋 幹智 

 

35年程前、家から歩いて通える距離にレンタル

ビデオ店がオープンしました。当時は、映画を観

るとなると映画館に直接行くか、高価な VHSソフ

トを購入するか、民放 TVでの放映を長い時間待

つしか方法がありませんでした。「映画館に行か

ずに家庭で（ある程度の）最新の映画が鑑賞でき

る。」これをレンタルビデオ店は１本 1,000円か

ら 1,500円程で実現させてくれました。 

そのレンタルビデオ店に行ったとき、父が私に

聞いてきました。「スターウォーズとトップガン

とインディージョーンズ、どれが観たい？」 

この時、小学５年生の私は、本当は全部観たかっ

たのだけれど、父のお小遣い的に１本のみのレン

タルであると察知していました。加えて、この後

の家族団欒に影響する「映画鑑賞」という重要な

選択をも同時に迫られてしまっていました。 

かなり迷った末、「トップガン」と答えました。 

理由は特にありません。でも家の TV で観る 

トム・クルーズはとてもカッコ良く、そして、こ

れをチョイスした私も自分が誇らしかったことを

覚えています。 

話は現在へ。ともいきライフ住吉の日中活動で

はご本人の好きなこと、興味のあることを中心に

活動の具体的

な内容を決め

ています。 

Ｈさんの最近

のお気に入り

は DVD鑑賞で

す。平日は午

後の食堂での

お茶会後に自室にて DVD鑑賞をすることが日課と

なり、楽しみにされています。「今日はどれにし

ましょうか？」とお聞きして、ご本人が持ってい

る DVDソフトのコレクション BOXの中から、その

時の気分で DVDソフトを選択しています。ご自分

で DVDをケースから出し、DVD再生機に入れ、再

生ボタンを押す、この一連の動作も楽しみにされ

ているご様子があり、見守りをしています。 

選択される DVDソフトの種

類として主なものが『ウル

トラマン 仮面ライダー 

ドリフ大爆笑』です。 

視聴後、視聴した DVDの

内容を職員に話して下さることがあります。 

物語の内容が上手く伝えられなくても、伝えよう

とする熱意はとても伝わり、その誇らしい様子を

見ているだけで職員としてとても嬉しい気持ちに

なります。 

Ｈさんの以前の様子は

他利用者さんの言動が気

になると、大きな声を出

したり、物を投げたり、

気持ち的に不安定になる

ときがありましたが、最

近はこの DVD鑑賞がご本人にとって良い気分転換

になっているのか、落ち着いて過ごされていま

す。ウルトラマンと仮面ライダーは社会平和と秩

序を守る正義の味方であり、ドリフ大爆笑はたく

さんの人に笑顔を届け

てくれる国民的バラエ

ティーです。日々視聴

している中で気持ちが

明るく穏やかになる効

果があるのかもしれま

せん。 

35年前と現在ではこのような映像コンテンツを

楽しむ敷居は技術の発展と共に低くなり手軽にな

っています。レンタルビデオからレンタル DVD

へ、ダウンロードからサブスクリプションへ。 

日頃の業務の中でも昔を思い出しながら、 

その恩恵を享受し有難いと感じています。  
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ともいき宝池和順では、毎日の生産活動の他に、利

用者の皆さんの生活スキル・質の向上、日々の活動のリ

フレッシュを目的として様々な生活支援活動も行ってい

ます。今回は、その中から「書道活動」の「写経・写仏」の

様子をご紹介します。 

 

11月 25日(金)～27日(日)にアリオ上田店にて行われた、 

「第 4回信州焼き菓子の世界 in アリオ上田」に出展させて頂きました。 

 コロナ禍で、こういったイベントへの参加は 

久しぶりとなりましたが、当日の会場は長野県内の 

素敵なお菓子屋さんのお菓子と沢山のお客様で賑わ 

っていました。私達もこの日まで沢山のクッキーや 

パウンドなど一生懸命準備して臨みましたが、連日の賑わいに、 

頑張った甲斐があったな…ととてもやりきった気持ちになりました。 

味遊カフェニュース 

生活支援活動の書道活動は 

隔週金曜日、月2回ほど行っています。

季節に合った題材に沿って、お手本を見

ながら字を書いたり、墨で絵を描いたり 

しています。 

 
その中の活動の一環で、「写経・写仏」を 

行っています。写経・写仏ともに、薄く印字 

された手本をなぞっていく形をとっています。 

この日の参加者は、 R さんと Kさん。しーんと 

静まり返る部屋のなかで、黙々と慎重に手本をなぞっていくRさん。 

              姿勢よく、神妙な面持ちで最後まで写経を 

              仕上げていっていました。一方の K さんは、 

             いつもの書道活動では、迷いなくさらさらと 

          字を書き、半紙が足りなくなるほどどんどん作品を 

仕上げていく方ですが、この日も細かい字で書かれたお経をとても 

すごいスピードで仕上げていました。お二人とも、書道がとても 

好きなようで、集中して写経に取り組み、リフレッシュが出来たようでした。 

     コロナ禍以前は、写経・写仏の活動時は呈蓮寺の本堂でやらせて頂いていました。 

                   この時は、利用者の皆さんのご家族も参加されていました。 

                   仏様の前で行う写経・写仏は、心地よい緊張感のなかで 

                     行うことができていたように思います。 

                    写経・写仏で仕上げた物は、呈蓮寺の副住職様にお経を 

                    あげて頂き、お守りにもしていました。今でもそのお守りを 

                    大事に大事に、カバンに付けている方もいらっしゃいます。 

 
 また呈蓮寺の本堂で写経・写仏が出来る日が来ればいいな…と 

思う今日この頃。 

またその時が来たら、皆さんもご一緒に写経・写仏やりませんか？ 

 



見えた４つのキーワード！！ 
 ～ クラスターを体験して ～                   ともいきライフ月影 

 

9 月末より、ともいきライフ月影において、新型コロナウイルス感染症の発

症者が確認され、クラスター発生となりました。月影の職員だけでは、利用

者さんの生活を支えることが出来ず、法人各事業所から応援職員を受け、 

長野保健所の指導の下、約一ヶ月の期間を経て収束を迎えることが出来ました。 

必要最低限の生活支援（食事、排泄）はなんとか行えていたもの

の、汁物や牛乳の提供は難しく、水分提供が課題でした。また、隔

離生活が続く中で皮膚トラブルや筋力の低下など様々な影響を受

けた利用者さんが多くいらっしゃいました。 

「白いの(防護服を着た職員)が怖くて眠れない…」 

と職員の所へ相談に来て下さった利用者さんの言葉が印象に残っ

ています。 

防護服を着て物々しい姿で支援を行わなければならず、利用者さ

んに大きな不安やストレスを感じさせてしまっていることがとても心

苦しく感じました。 

不安で眠れない毎日の中、状況を察し我慢強く耐えて下さった利用者さんには本当に感謝

しかありません。 

マスクの種類(保健所の指導により医療用に変更)やゾーニング、引継ぎ方法など様々な

事が変わり、密を避ける為、情報共有も貼り紙のみで、戸惑いを覚えた職員は多かったと

思います。 

レッドゾーン(陽性者対応)では、高熱が続く方や、

食事が摂れない方もいらっしゃり、苦しそうな利用

者さんの容態の急変に留意し、救急搬送などの判

断材料として十分な情報を伝えられているのか、常

に緊張感を持ちながら支援を行っていました。 

山積みになっている汚染物

のゴミ処理など課題は沢山

あっても、人手が足りない。 

この一カ月間の体験は、私

達の想像を遥かに超えた自然災害そのものでした。 

 

そんな中でも、保健所の指導により、正しい防護服の脱ぎ方や、

ゾーニング、食事の搬入方法など、様々なことが改善され、法人内

の応援職員や、体調を回復されて復帰してくる職員にとても勇気

づけられました。 

  



「厨房からの食事提供が滞ることがなかったことが本当に有難かった。」 

「仲間の言葉に本当に励まされました。他事業所の職員さんが 

来てくれて雰囲気が明るくなったのを感じました。」 

 

利用者さんの忍耐力やご家族のお言葉に助けられ、ようやく日常に戻りつつあります。 

『ウイルスは勝手に動かない、人が動かしている』と、保健所の方から教えて頂きました。 

ウイルスとの正しい付き合い方を知り、正しく怖がる。 

これがウイルスとの共存のヒントかもしれません。 

 

コロナ対応で学んだ４つのこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、物資等の支援をして下さった各関係機関、 

励ましの言葉を頂いた沢山の方々、本当にありがとうございました。 

皆様から寄せられた温かい声は心に染み、職員一同、 

日々の心の支えとなりました。心より感謝申し上げます。 

シミュレーションの重要性 

初動対応・研修は全員で繰り返し 

実施しよう！ 

防護服の着脱は現場での 

確認も必須！ 

情報の共有、伝達方法の工夫 

Webを活用しよう！ 

 

利用者さん職員のメンタルフォロー 

表情が見えづらいって不安… 

ポジティブな声の掛け合いが大事！ 

 

基本的感染対策の徹底 
手洗い、消毒、マスク着用、三密回避 

ウイルスは勝手に動きません！ 



 

 

グループホーム職員 木下文夫 
 
今回は、私が勤務する上田明照会グループホ

ームの最近の様子について触れてみたいと思い

ます。 

コロナ感染症の第８波の到来が確実になって

いる段階であることは、皆さんも承知されてい

ることだと思います。明照会のグループホーム

（以下 GH）は、２つの建物に３人ずつが生活さ

れています。コロナ感染症対策は他の施設・事

業所と連携した取り組みを行ってきまし

た。しかし、かなりの長期戦となり、

段々と生活のしづらさがその度合い

を高めてきているように感じます。 

日々の仕事に入っていると、利用者さんから

「今日は（感染者）何人出たの？」「買い物はど

うなるの？」「散歩には行ってもいいですか？」

「外出やホームの行事はどうなるのですか？」

とずっと聞かされ続けてきました。GH としての

対応の基本は感染予防の徹底とリスクの軽減に

あり、行動に際するお願いをかけざるを得ない

場面にも遭遇します。 

春のお花見以来実施

できなかった GH行事、 

11月には秋の“収穫祭”

を行う予定で「ちゃん

こ鍋」を企画していたの

ですが、感染者数の上昇

が顕著となり、中止になって

しまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また GH は地域生活の場という要素もあるので、

地域との交流も積み重ねてきましたが、新田自

治会の「ボランティアおおぼし」さんが企画す

る“ふれあい忘年会”への参加も難しくなって

しまいました。全国のいたるところの事業所が

このような生活の制限という困難さの中で生き

ているようになっていると思います。 

ウイズコロナという考え方は、社会発展のた

めに同時に経済を回すということでもあり、感

染レベルが高くなっても営業自粛などの制限は

原則的な縛りしか掛かりません。感染予防を集

客対策の軸としているのです。県内でもマラソ

ンなどの大型のイベントが開催されるようにな

っており、観光業も復活の兆しを見せています。

ランチタイムで飲食街のある店舗に入ってみる

と、かなり混雑している状況があります。私は

福祉従事者の現場感覚として矛盾を感じてしま

います。 

これから年末に向かって楽しいイベントがた

くさんあり、どこかではじけたいと思う気持ち

があるのもわかるような気がしますが、利用者

さんや職員が感染したら生活は一変してしまい

ます。世話人会でもホーム長のリーダ

ーシップの下、できうる取り組みを

模索している状況です。私たちはより

具体的に利用者さんにリスクを説

明し、感染予防を徹底していこう

と話し合っています。 

 

 

 

 

     

木下の知恵袋 

切り干し大根作りをしました！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
           今回２度目の挑戦になります。一昨年度、挑戦していましたが…。 

今年度は失敗した経験を活かしつつ、順調に出来上がってきました。 

もう少しで完成です。後は、美味しく食べる方法を考えて待つばかりです。 



 

前回の甘露保育園清野 葵さんからバトンを受けっとったのは 

    蓮の音こども園の 松原 詩織 さんです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

甘露保育園 松﨑 文郁 作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

♡癒しのじ・か・ん♡ 
 

      2022年の世相を漢字一文字で表す「今年の漢字」が発表されました。今年は「戦」でした。 

ウクライナ侵攻や物価高との「戦い」などが思い浮かびます。昨年の漢字一文字を皆さんは覚えていますか？ 

昨年は「金」でした。東京オリンピック開催が決め手だったと想像できます。今年の漢字が12月 12日に 

発表される理由は「漢字の日」にちなんでだそうです。ちなみに、慈光のカレンダーの表紙にも漢字一 

文字が書かれています。何が書かれているかは、皆さんで確認してみて下さい。  (塚田) 

 

  
 

リレーコラム 

甘露保育園の清野葵さんからバトンをいただきました。 
              蓮の音こども園 松原です。 
飽き性でこれといった趣味のない私が、唯一飽きずに続けてい

ることがあります。それは、休日のドライブです。運転が好きと
いうわけではないですが、車内で家族や友人と他愛もない話をす
る空間が楽しいなと感じます。ドライブをするには目的地があっ
たほうが良い！ということで、季節によって楽しめるお花を調べ
て目的地にすることがあるので、今回は今まで行ったお花畑の中
で、特に良かったなと感じた場所を紹介させていただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
さかき千曲川バラ公園 
見頃：５～６月 場所：坂城町    菜の花公園  場所：飯山市 
                                 見頃：４月下旬～５月下旬 
 
 
                                    あじさい寺 高源院 
                                    見頃：６月下旬～ 
                                                ７月下旬 
                                    場所：飯山市 
                                   (写真)信州いいやま 

                                         観光局ホームページより 

 

 
 
 
     赤そばの里 
     見頃：９月下旬～ 
               10月上旬 
     場所：箕輪町 
 

他にも桜やチューリップ、 
         ひまわり等… 
今回ご紹介できたのは 

一部でしたが、有名な場所も多いのでご存知の方もいらっしゃる
のではないでしょうか。 
 これからも感染対策を講じながら、お休みの日にはドライブし
て、素敵な場所を見つけたいと思います☺ 
お花の見頃は、各サイトのホームページを参照しました。 

松原さんありがとうございました！さて次回のリレーコラムは･･･

『ともいき宝池和順  橋詰 萌葉 さん』です。 

      よろしくお願いします！ 

 


